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（平成18年12月末現在）甲斐市の人口　74,291人（－7）

住民基本台帳人口72,863人（－17） 男性36,398人（－31） 女性36,465人（＋14）
世帯数27,728世帯（－1） 外国人登録人口1,428人（＋10） （ ）内は前月比
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ると甲斐市の携帯ホー
ムページを表示します。
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雪
■今シーズンの市街地での初雪は年末
の29日。12月10日に林道が閉鎖され
た観音峠や市内最高地点近くの茅ヶ岳
などではもっと早かったかもしれませ
ん。■降雪後の１月中旬にヘリコプタ
ーで上空から眺めた、雪で白くおおわ
れた北部の山々は、無駄なものを雪が
隠しとてもきれいな風景でした。■雪
の降る中、駐車場から見た太刀岡山は、
鋏岩がひときわ大きく見え、夏や紅葉
の時期とはまた異なった風景を見せて
くれました。■睦沢の棚田でも休耕田
が雪で白く染まり、全体が棚田という
景色でした。■盆地では数回の雪景色。
せっかくですのでちょっと楽しんでは
いかがでしょうか。

表紙の写真は釜無川に飛来した白鳥。漁業組合
のみなさんのお話では「初めてではないか」と
のこと。どこかに行く途中にちょっと羽を休め
たのか。翌日にはもう見られませんでした。

お詫びと訂正
1月号のこのコーナーで紹介した、敷島総合文化
会館にあるブロンズ像の作者は牛山一さんでした。
訂正するとともにここにお詫びいたします。



甲斐市成人式が、昭和町のア

ピオで開催され、スーツ、晴れ

着に身をつつんだ新成人734人

が出席。司会進行は新成人で組

織する成人式実行委員会の小竹

玄洋さん、土肥真理さんが務め

ました。式典では市長から新成

人に贈ることば、来賓よりお祝

いのことばが贈られ、また、市

などから記念品が、新成人を代

表して小見山旬吾さん、望月里

江さんに手渡されました。これ

に対して新成人を代表して中村

浩志さんが「夢を大事にし、こ

れから生きていきたい」と誓い

のことばを述べました。

平
成
19
年

成
人
式
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平
成
18
年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
〜
９
月

30
日
）
の
各
会
計
別
予
算
執
行
状
況
、
地
方

債
・
一
時
借
入
金
・
基
金
の
現
在
高
の
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
広
報
誌
「
か
い
」
５
月
号
に
平
成

18
年
度
当
初
予
算
概
要
を
、
11
月
号
に
平
成

17
年
度
決
算
報
告
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
度
上
半
期
財
政
状
況
に
つ
い
て

◎平成18年度会計別予算（上半期）の執行状況について

竜王駅周辺整備事業 クラインガルテン 敷島中学校体育館整備事業

竜王小学校校舎耐震補強工事 スクールガード・リーダー 玉 幡 公 園
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１月号では投票所入場整理券
についてお知らせしましたが、
今月は期日前投票についてのお
話です。
期日前投票
投票期日の当日に何らかの用

事があって都合が悪い人は、期
日前投票をしましょう。期日前
投票では、通常の投票と同様に
投票用紙をそのまま投票箱へ入
れます。不在者投票のように、
投票用紙を封筒に入れて署名す
る手続は不要です。
■期日前投票ができる場合
選挙期日に仕事、家事、学業、
地域の行事、冠婚葬祭などに従
事する予定があるとき、旅行や
レジャーで市外へ出かけるとき、
出産、病気や障害などで歩行が
困難と見込めるとき、選挙期日
までに市外へ転出するとき……な
ど期日前投票ができる場合は、
広く認められています。
■期日前投票ができる期間
選挙の告示(公示)日の翌日か

ら、選挙期日の前日まで投票が
できます。時間は、午前８時30
分から午後８時までで、土曜日
や日曜日でも投票できます。
■期日前投票ができる場所
甲斐市では、市役所竜王庁舎

３階、敷島総合文化会館２階、
双葉歴史民俗資料館の３か所に
期日前投票所を設置しています。
３か所のいずれの場所でも投票
できます。

■問い合わせは…
甲斐市選挙管理委員会事務局
(総務課：竜王庁舎３階)
055（276）2111(代)

◎地方債の現在高について

◎基金の現在高について

◎一時借入金の現在高について
各会計とも一時借入金の残高はありません。



昨
年
末
、
新
聞
紙
上
に
市
内
で
振
り

込
め
詐
欺
の
被
害
に
あ
っ
た
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
親
族
か
ら
だ
と

い
う
電
話
の
話
を
信
じ
て
し
ま
い
、
お

金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
事
例
で
す
。

今
回
は
特
に
事
前
に
携
帯
電
話
が
故
障

し
て
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
旨
を
連
絡

し
た
上
で
の
犯
行

で
あ
り
、
相
手

は
ま
す
ま
す
巧

妙
な
手
口
に
な

っ
て
い
ま
す
。

電
話
を
利
用

し
て
親
族
、
警
察
官
、

弁
護
士
な
ど
を
装
い
、
交
通
事
故
や
痴

漢
な
ど
に
対
す
る
示
談
金
等
を
名
目
に

現
金
を
預
金
口
座
に
振
り
込
ま
せ
る
い

わ
ゆ
る
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」、
郵
便
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
不
特
定

多
数
の
者
に
対
し
、
架
空
の
事
実
を
口

実
と
し
た
料
金
を
請
求
す
る
文
書
等
を

送
付
す
る
な
ど
し
て
現
金
を
預
金
口
座

に
振
り
込
ま
せ
る
「
架
空
請
求
詐
欺
」、

そ
の
ほ
か
「
融
資
保
証
金
詐
欺
」
と
い
っ

た
、「
振
り
込
め
詐
欺
」
が
依
然
と
し
て

多
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
電
話
や
は
が
き
等
が
き

て
も
、
慌
て
ず
、
ま
た
、
電
話
や
は
が

き
等
の
文
書
の
内
容
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、

警
察
や
親
族
等
に
相
談
す
る
な
ど
し
て

事
実
か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
金
を
す
ぐ
に
指
定
口
座
に
振

り
込
ま
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

前
委
員
の
佐
々
木

仁
さ
ん
が
任
期

満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
、
12
月
25
日
か

ら
新
た
に
志
村
紀
子
さ
ん
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
開
催
さ
れ
た
定
例
教
育

委
員
会
に
お
い
て
、
教
育
委
員
長
に
飯

室
淳
雄
さ
ん
、
教
育
委
員
長
職
務
代
理

者
に
安
部
忠
雄
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
異
動
に
伴
い
、
現
在
の
教

育
委
員
会
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

教
育
委
員
長

飯
　
室
　
淳
　
雄

職
務
代
理
者

安
　
部
　
忠
　
雄

委
　
員

今
　
村
　
千
春
子

委
　
員

志
　
村
　
紀
　
子

教
育
長

中
　
込
　
豊
　
弘

●
甲
斐
市
へ

甲
斐
市
篠
原
　
中
島
三
郎
さ
ん
が
、
油

絵
（
人
物
）
Ｆ
50
号
、
油
絵
（
風
景
）

Ｆ
20
号

●
子
育
て
支
援
課
へ

甲
斐
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
が
、
現

金
１
０
０
、
０
０
０
円

【
寄
付
】
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新教育委員
志　村　紀　子

教
育
委
員
会
の
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

教
育
委
員
会
の
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

郵便番号が変わります

郵便・集配業務および貯金・保険の集金業

務の受持ち局変更に伴い、市内の次の行政区

で郵便番号が変わります。
その他の行政区は現行どおりです。

新聞写真協力:山梨日日新聞社



１
　
開
催
主
体

・
甲
斐
市
（
都
市
計
画
決
定
権
者
）

２
　
開
催
日
時

・
２
月
15
日（
木
）
午
後
７
時
〜

３
　
場
　
　
所

・
敷
島
総
合
文
化
会
館
　
１
階
視
聴
覚
室

４
　
計
画
案
の
概
要

・
都
市
計
画
公
園
（
仮
称
）
志
麻
の
里
防
災

公
園
に
つ
い
て
都
市
計
画
決
定
（
新
規
決

定
）

・
都
市
計
画
公
園
３
・
３
・
１
０
２
号
北
公

園
に
つ
い
て
都
市
計
画
変
更
（
規
模
縮
小

変
更
）

５
　
計
画
案
の
概
要
の
閲
覧
に
つ
い
て

・
閲
覧
期
間：

２
月
８
日（
木
）
ま
で

・
閲
覧
時
間：

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
た
だ
し
、
土
日
祝
日
は
除
く

・
閲
覧
場
所：

都
市
計
画
課
（
竜
王
庁
舎
２

階
）

６
　
公
聴
会
に
お
け
る
意
見
陳
述
に
つ
い
て

・
意
見
書
の
提
出

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と

す
る
人
は
、
公
聴
会
開
催
の
１
週
間
前
ま

で
に
、
意
見
の
要
旨
お
よ
び
そ
の
理
由
、

住
所
、
氏
名
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
意
見
書
の
提
出
が
で
き
る
人
の
資
格

甲
府
都
市
計
画
区
域
の
住
民
お
よ
び
利
害

関
係
者

・
意
見
書
の
提
出
期
限

２
月
８
日（
木
）
午
後
５
時
ま
で

※
た
だ
し
、
土
日
祝
日
は
除
く

・
意
見
書
の
提
出
先

都
市
計
画
課

肥料を上手に使うための知識
（有機質その３）

数回にわたり、有機質の使い方について
記述しました。今回は、有機質の品質につ
いて考えてみましょう。
まず、昨年栽培した土壌（畑・プランター・
鉢土など）に、今年も花や野菜を栽培する
場合、昨年の栽培残渣（茎・根など）の処
理をどうしますか？　ゴミ袋に入れてしま
うこともできますが、畑や庭の隅で米糟・
土壌・石灰・BM菌などの微生物資材と積
み重ねて「堆肥」を作る方法もあります。
できるなら、これにワラ・モミガラ・鶏糞
などを加えると、更に良くなります。
有機質には、繊維質が多く腐りにくい

（木材・樹皮など）ものから、肥料成分は
少ないが腐りやすい（家庭ゴミ）もの、肥
料成分が多く腐りやすい（家畜糞・厩肥な
ど）もの、肥料成分が多く腐らなくても肥
料効果が期待できる（家畜糞、特に鶏糞）
ものなど、多種多様です。
繊維質が多く腐りにくいものは、土を軟

らかくし保水性・通気性を良くするといっ
た土壌効果は大きいのですが、生の状態で
土壌中にすき込むと作物の育成を害しま
す。こういった有機質は、指先で摘んで壊
れるくらいまで土壌表面に放置しておき、
その後すき込むのが良いでしょう。また、
完全に腐っているものなら、２㎏／１㎡
（標準）以上を施しても問題ありません。
しかし、生の家畜糞尿類は肥料が直ぐに効
果をあらわし、分解が速いためアンモニア
ガスを発生します。アンモニアガスは作物
の根に障害を与えてしまいますので、この
場合は標準量の30～50％に加減しなけれ
ばならないでしょう。

このコーナーは、ガーデニングを楽しんで
いる、また始めてみたいという人の相談や
疑問に、市の園芸アドバイザーがお答えし
ます。お気軽にご相談ください。
■相談・問い合わせは…
緑化推進課（ガーデニングコーナーあて）
〒400-0192 甲斐市篠原2610番地
甲斐市役所（竜王庁舎2階）
055（278）1671 FAX055（276）7216

E-mail:toshi-ryokuka@city.kai.lg.jp
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甲
府
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る
甲
府
都
市
計
画
公
園
の
都
市

計
画
の
変
更
に
つ
い
て
公
聴
会
・
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

■問い合わせは… 都市計画課（竜王庁舎２階）
０５５（２７８）１６６９
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２
月
３
日
は
、
節
分
で
す
。
節
分

の
習
慣
は
、
平
安
時
代
の
宮
中
行
事

が
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
邪
気
や

災
難
を
払
い
、
福
を
呼
び
込
む
た
め
、

煎
っ
た
大
豆
を
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」

と
言
い
な
が
ら
撒ま

き
ま
す
。
玄
関
に

は
、
ヒ
イ
ラ
ギ
の
枝
に
イ
ワ
シ
の
頭

を
つ
け
て
飾
り
、
邪
気
を
払
い
ま
す
。

ま
た
、
ヒ
イ
ラ
ギ
は
、

「
古
事
記
」
に
も
登
場
し

て
い
ま
す
。

倭
建
命

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
との
東
国
征
伐

の
際
、
天
皇
が
、

「
比
々
羅
木

ひ

ひ

ら

ぎ

の
八
尋
矛

や
ひ
ろ
ほ
こ

」

を
授
け
た
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
古

く
か
ら
、
邪
気
を
払
う
木
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

上
八
幡

の
ヒ
イ
ラ

ギ
は
、
ヒ

イ
ラ
ギ
モ

ク
セ
イ
と

い
う
樹
種

で
す
。
ヒ

イ
ラ
ギ
モ

ク
セ
イ
は
、
ヒ
イ
ラ
ギ
と
ギ
ン
モ
ク

セ
イ
の
雑
種
と
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
10
月
頃
白
色
の
芳
香
の
あ
る
花

を
つ
け
ま
す
が
、
結
実
し
ま
せ
ん
。

本
樹
は
、
根
本
で
２
本
に
別
れ
、
そ

れ
が
、
１
・
８
メ
ー
ト
ル
ま
で
癒
着

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
５
本
の
支

幹
に
別
れ
、
さ
ら
に
そ
の
上
で
多
く

枝
分
か
れ
し
て
、
広
い
樹
冠
を
作
っ

て
い
ま
す
。
大
き
さ
は
、
根
回
り

２
・
６
５
メ
ー
ト
ル
、
目
通
り
幹
囲

２
本
癒
着
の
ま
ま
測
っ
て
２
・
９
６

メ
ー
ト
ル
、
枝
張
り
は
東
西
１
０
・

４
０
メ
ー
ト
ル
、
南
北
１
０
・
２
０

メ
ー
ト
ル
、
樹
高
１
０
・
５
０
メ
ー

ト
ル
で
す
。

モ
ク
セ
イ
科
の
ヒ
イ
ラ
ギ
の
雄
木

で
南
幹
北
幹
共
に
幹
囲
約
１
・
３

ｍ
、
樹
高
11
・
２
ｍ
。

本
樹
は
地
上
約
０
・
３
ｍ
で
２
本

に
分
か

れ
、
大

き
な
丸

傘
形
の

樹
冠
を

作
っ
て

い

ま

す
。
ほ

と
ん
ど
人
の
手
が
入
っ
て
な
く
、
自

然
の
状
態
で
あ
り
下
枝
の
垂
下
は
み

ご
と
で
す
。
樹
齢
は
推
定
で
き
ま
せ

ん
が
、
か
な
り
の
古
木
で
樹
盛
は
旺

盛
で
す
。

松
尾
神
社
の
創
立
は
古
く
、
平
安

時
代
中
期
に
編
纂
さ
れ
た
延
喜
式

（
律
令
の
施
行
細
則
）
所
載
の
神
社
と

も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
己
貴
命

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

な
ど
五
神
を
祀
り
、
酒
造
り
の
神
と

し
て
崇
敬
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
殿

は
一
間
社
入
母
屋
造
、
向
拝
（
正
面
）

に
軒
唐
破
風
を
付
け
た
銅
板
葺
で

す
。
蟇
股

か
え
る
ま
た
と
い
う
部
分
の
形
態
や
彫

刻
の
表
現
に
特
徴
が
み
ら
れ
桃
山
時

代
の
建
築
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

松
尾
神
社
一
帯
は
平
安
時
代
終
わ

り
の
摂
政
・
関
白
藤
原
忠
実
が
関
係

し
、
京
都
の
松
尾
大
社
の
荘
園
と
し

て
志
摩
荘
（
志
麻
・
志
磨
と
も
書
く
）

が
成
立
し
た
地
域
で
、
そ
の
範
囲
は

現
在
の
甲
斐
市
牛
句
・
境
・
天
狗

沢
・
島
上
条
・
大
下
条
・
長
塚
、
甲

府
市
の
千
塚
・
湯
村
・
荒
川
・
中

村
・
長
松
寺
・
金
竹

の
あ
た
り
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
中
心
地
に
松
尾
大

社
を
勧
請
し
、
松
尾

神
社
が
置
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

上
八
幡
の
ヒ
イ
ラ
ギ

市
指
定
天
然
記
念
物

昭
和
58
年
５
月
６
日
指
定

寶
珠
寺

ほ
う
じ
ゅ
じ

の
ヒ
イ
ラ
ギ

市
指
定
建
造
物

昭
和
63
年
３
月
４
日
指
定

松
尾
神
社
本
殿

ま
つ
お
じ
ん
じ
ゃ
ほ
ん
で
ん市

指
定
建
造
物

昭
和
45
年
10
月
１
日
指
定
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12月、新年を迎えるにあたり、お正月飾りを
作る教室が数多く開催されました。門松づくりや
干支の猪をあしらった絵馬づくりなど、参加者は
手作りの縁起物で新年を迎える準備をしました。

●１月１日　初日の出　輝く　
平成19年の元旦、展望塔や公園内から初日の出を見

ようと家族連れや若者たちなど約1,000人がドラゴン
パークに集まりました。空は雲一つない快晴。東の空
が徐々に橙色に色づく頃、西方の雪を冠った南アルプ
ス山系や甲斐駒ヶ岳にはいち早く太陽の光が当たり明
るく輝きました。そして午前７時15分ごろ、待ちに待
った初日の出。
公園内では、
日の出ととも
に信玄太鼓保
存会のみなさ
んの演奏が響
き渡り、新年
を祝いました。
また、塔の入
り口では、青
年 グ ル ー プ
「セイム・ジェ
ネレーション」
のみなさんが
温かい味噌汁
を訪れた人た
ちに無料で振
る舞いました。

プロ野球球団楽天イーグルスで活躍している山村宏樹投手
による野球教室が敷島南小体育館で行われ、敷島野球スポー
ツ少年団の選手が指導を受けました。プロ選手に直接指導を
受けるとあって緊張気味の子どもたちに、山村選手は正しい
ボールの握り方や捕球の仕方など基本動作を丁寧に指導。子
どもたちも「分かりやすく勉強になった」と喜んでいました。
山村選手は甲斐市出身で同スポ少のOB。野球教室は、保護

者会の依頼に応えお正月休みの帰省を利用して実現。「野球は
楽しいスポーツ。多くの友だちを誘って、みんなでもっと野
球を楽しんでほしい。楽しみながらプレーすることで上手く
なれる」と後輩たちにエールをおくっていました。

10

山村宏樹投手が後輩を指導　12月27日●

元日早朝、
市内の竜王郵
便局、双葉郵
便局では年賀
状の配達に出
発。今年の元
日配達部数は
両郵便局合わ
せて約110万8
千通でした。

年賀状の配達に出発　１月１日●

●12月　新年の準備　



恒例の小正月行事が市内各地で行われ
ました。下福沢地区では、七福神の練り
込みが有名ですが今年は御祝儀祝と厄払
いの対象者がいなかったため、七福神の
練り込みは行われませんでしたが、道祖
神の脇には色紙で飾りつけられた大きな
｢オヤナギさん｣が飾られ、夜にはドンドンヤキの炎が立ち昇りま
した。翌日には、お獅子を先頭にオカメ、ヒョットコなどが各戸
を回りました。
玉川地区でも14日にドンドンヤキが行われ、正月飾りやお正月

に書いた習字などを火の中に投げ込む人や、マユダマの団子を枝
につけてあぶる人など、お馴染みの風景が見られました。

１月14日●
各地で小正月行事が行われる

●１月２日　新春マラソン　

１月８日、新年恒例の甲斐市消防団出初式が400名ほどの消防団員、
来賓および関係者180名ほどが出席するなか、玉幡中学校体育館で行わ
れました。予定ではグラウンドで行われるはずでしたが、一昨日に降っ
た雪の影響で使用できず、予定されていたポンプ繰法の展示など中止と
なりましたが、式では秋山団長の訓示や、日頃消防活動に功績のあった
消防団員に表彰状や感謝状などが贈られました。
式の終了後、江戸時代の火消しの装束に身を包んだ甲府市消防記念会

六番組による、はしご乗りの妙技が
披露されました。
また、12日には市内にある企業の

自衛消防隊が出初め式を行い、地元
自治会長や消防関係者など来賓の前
で一斉放水など日頃の訓練の成果を
披露しました。

市内の竜王走ろう会のみなさんが恒例の新春マラソンを実施
しました。これは、メンバー全員が１年間、怪我もせず健康に
走ることができることを願って20年近く続けられているもの。
参加した約50人のみなさんは、朝７時30分に釜無川レクリエ
ーションセンターに集合。軽い準備体操の後、元気よく声をか
けながら、信玄堤公園やサイクリングロードをコースに、三社
神社までの往復約６キロを走りました。

甲斐市内の話題は「甲斐市Blog News」で
このページに掲載されている以外にも、市内の毎日の話題
はインターネットホームページ「甲斐市BlogNews」で紹
介しています。URL:http://mt.city.kai.yamanashi.jp/
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平成19年消防団出初め式　１月８日●



親子スキー教室
市体育協会スキー部では、１月13日（土）、14日

（日）の両日、長野県青木湖スキー場で親子スキー教
室を開催しました。
教室には、大人12人、子ども20人が参加。

体協部員の指導で、初めての子どもでも２日
目の午後には一人で自由に滑ることができる
ようになりました。

第19回山梨県スポーツ・レクリエーション祭参加者募集

平成19年５月19日（土）・20日（日）を中心に、
第19回山梨県スポーツ・レクリエーション祭が開
催されます。
勝敗にこだわる競技スポーツとは違い、楽しみ

ながら参加者相互のコミュニケーションを図るこ
とに重点を置き開催されるスポーツの祭典です。
個人やグループ、また、初心者の方でも気軽に参
加することができます。

なお、市の出場選手枠がありますので希望者が
多数の場合は抽選となります。また、過去に全国
レベルの大会に出場した人は、出場できない種目
もあります。
申込期日 ２月28日（水）
■申し込み・問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課

0551（20）3656

12



甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所 双葉公民館ホール
日　時 ２月20日（火）

・学校体育施設（３月分） 午後７時～
・社会体育施設（４月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島公

民館窓口
日　時 ２月23日（金）～

午前８時30分～午後５時15分
・学校体育施設（３月分）
・社会体育施設（４月分）

※敷島総合公園多目的運動場については芝生養生の
ため３月31日まで休場します。

■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

平成19年度甲斐市スポーツ施設
利用団体登録受付
甲斐市スポーツ施設の平成19年度利用団体登録を

受け付けます。この登録をしていない団体は、甲斐
市スポーツ施設を利用することが出来ませんのでご
注意ください。
登録資格 非営利のスポーツ活動を目的として、成
人を代表とした市内在住者のみ、原則10人以上で構
成されている団体。だだし、テニスコート等の個人
競技用施設やトレーニングルームを個人で利用する
人については、登録の必要はありません。
申込方法
平成18年度登録団体　登録責任者へ申請書を送付し
ます。
新規登録希望団体　教育委員会スポーツ振興課・竜
王北部公民館・敷島公民館窓口に申請書があります。
申込期日 ２月28日（水）
提出先 教育委員会スポーツ振興課
注意点
・登録に際し、スポーツグループリーダー研修会
（３月23日実施）への参加が必要となります（各団
体１名）

・登録証は、研修会受付時に交付します。
・研修会終了後にスポーツ施設利用方法等について
の説明会を併せて開催しますので、登録を必要と

しないが、スポーツ施設の利用を希望する方につ
いてもご参加ください。
■申し込み・問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課　 0551（20）3656

平成18年度
スポーツグループリーダー研修会
埼玉医科大学総合医療センター救急科助教授の輿

水健治先生を講師に迎え研修会を行います。
スポーツ現場での様々な事故とその応急措置につ

いてお話していただきます。先生は胸部に衝撃が加
わったことにより心臓が停止してしまう「心臓震と
う」について研究をされており、症例、予防と措置
についてもお話していただきます。
なお、平成19年度に市内スポーツ施設の利用を希

望する団体については、必ず1名参加してください。
また、スポーツ施設利用希望者でなくても市民で

あれば誰でも受講ができます。
日時 ３月23日（金）午後７時30分
場所 双葉ふれあい文化館ホール
内容
１　研修会「スポーツ現場での応急措置」

講 師　埼玉医科大学総合医療センター
救急科助教授 輿水健治 先生

２　スポーツ施設等利用者説明会
注意事項
※駐車場が混雑しますので、車は乗り合わせでお願
いします。

■申し込み・問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課　 0551（20）3656

新春初蹴り
平成19年の元旦、恒例のサッカー初蹴り大会が竜

王、敷島、双葉地区それぞれで行われました。会場
には、スポーツ少年団のメンバーや保護者、中学校
サッカー部の部員など関係者が揃い、初ゲームなど
を行いました。
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１月５日、市立図書館は新年最初の開館日を迎え、
敷島図書館では今年も文化協会茶道部の協力により、
来館者100人に抹茶と菓子が振る舞われました。
会場となった図書館入口には本格的な茶席が設け

られ、茶釜でお茶が立てられました。
和服姿の茶道部員や職員による抹茶
のサービスに会場は新春らしい華や
いだ雰囲気に包まれ、訪れた来館者
は、思わぬおもてなしに喜んでいま
した。お父さんといっしょに、抹茶
に初挑戦した６歳の男の子も「お味
は、どう」と尋ねられると「おいし
い」と笑顔でこたえていました。

●新春　抹茶のサービスでお出迎え

●朗読会「おきらく亭」が100回

竜王図書館事業の一環として、平成10年５月から毎
月第３木曜日に開催している朗読会「おきらく亭」が、
昨年12月の開催で100回を数えました。
「おきらく亭」は平成８年、旧竜王町立図書館が主
催した朗読講座の参加者を中心に発足された「ねの会」
と、市内外の朗読サークルの出演により、毎月趣向を
凝らした朗読会を開催しています。100回目となった
12月21日の朗読会は、毎年この時季恒例の『忠臣蔵』
が「ねの会」と「すずの会」により演じられ、年末の
慌ただしい時にも関わらず、多くのファンが会場に足
を運び、その独特の世界を味わいました。



開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時
●土・日：午前09時～午後5時

２月のおやすみ 定例休館日 ５日（月）、12日（月）、19日（月）、26日（月）
月末整理日 28日（水）

日時 ２月17日（土）
午前10時30分～11時30分

テーマ だーいすき！
内容 お話、ブックトーク、工作

日時 ２月１日（木）、15日（木）
午前10時30分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 ０歳～１歳６か月
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

日時 ２月１日（木）、15日（木）
午前11時10分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 １歳６か月～３歳
内容 わらべうた、読み聞かせ、

工作、パネルシアターなど

日時 ２月３日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児～
内容 手袋人形、わらべうた、読

み聞かせ、パネルシアター
など

日時 ２月17日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児・小学生
内容 詩、読み聞かせ、紙芝居、

手話、わらべうたなど

日時 ２月８日（木）
午前11時～11時30分

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 就園前の乳幼児
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

日時 ２月10日（土）、24日（土）
午前10時30分～11時

聞いて味わう本の世界。どなたで
もお気軽にご来店ください。
日時 ２月15日（木）

午後1時30分～
場所 竜王図書館会議室
メニュー「蟹塚縁起」梨木香歩　他
板前　ねの会
助っ人板前　双葉図書館朗読ボラ

ンティア「みどりの風」

日時 ２月８日（木）、22日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー
・ひよこ組
時間 午前10時15分～10時45分
対象 ５か月～１歳半
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
時間 午前11時～11時30分
対象 1歳半～3歳
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、おりがみなど

日時 ２月10日（土）、24日（土）
午前10時30分～11時15
分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
対象 ３歳～９歳
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

日時 ２月３日（土）
午前10時30分～正午

場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、ゲーム

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 幼児・小学生
内容 読み聞かせ、パネルシアター

など

内容 『用心棒』1961年／日
本／110分　監督／黒澤明
出演／三船俊郎

日時 ２月10日（土）午後１時30
分開演（午後１時開場）

場所 双葉ふれあい文化館ホール
定員 先着500名　

内容 『絶唱』1975年／日本／
96分　監督／河西克己
出演／三浦友和、山口百恵　

日時 ２月11日（日）午後１時30
分開演（午後１時開場）

場所 竜王図書館２階視聴覚室
定員 先着200名　

内容 『続　何処へ』1967年／
日本／84分　監督／森谷
司郎　出演／加山雄三、池
内淳子　他

日時 ２月18日（日）午後１時30
分開演（午後１時開場）

場所 双葉ふれあい文化館ホール
定員 先着500名　

内容 『カーズ』2006年／アメ
リカ／122分／ディズニー
アニメ／吹替え

日時 ２月24日（土）午後１時30
分開演（午後１時開場）

場所 竜王図書館２階視聴覚室　
定員 先着200名　
日時 ２月25日（日）午後１時30

分開演（午後１時開場）
場所 敷島総合文化会館視聴覚室
定員　先着80名

みどりの風の朗読
オフトークがおくる耳で聞く読書を
お届けします。
オフトーク２チャンネルにおいて
19日（月）から23日（金）まで、図書
館ボランティア「みどりの風」のみ
なさんによる朗読が放送されます。
午後のひととき、どうぞお気軽にお
聞きください。

しろくまちゃんのおへや

朗読のおいしいお店
おきらく亭

キッズぷらねっと　
～ストリーテリング編～

敷島図書館

双葉図書館

えほんのにわ

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

おはなしのとびら

ふうせん劇場

竜王図書館

キッズぷらねっと

こぐまちゃんのおへや

上映会のお知らせ
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臨
時
教
員
登
録
者
募
集

甲
斐
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
19

年
度
臨
時
教
員
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

小
学
校
教
諭
・
中
学
校
教
諭
・
養
護

教
諭
の
い
ず
れ
か
の
免
許
状
を
有
す

る
者
、
ま
た
は
平
成
19
年
３
月
31
日

ま
で
に
取
得
見
込
の
者
（
地
方
公
務
員

法
第
16
条
お
よ
び
学
校
教
育
法
第
９

条
の
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
者
）

応
募
方
法

履
歴
書
（
写
真
付
）
２
部
と
免
許
状
の

写
し
１
部
を
２
月
28
日
（
水
）
ま
で
に

教
育
委
員
会
事
務
局
へ
本
人
が
持
参
。

任
用

臨
時
職
員
登
録
者
名
簿
に
登
録

さ
れ
、
欠
員
等
が
生
じ
た
場
合
に
任

用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
７
０
３

健
康
生
活
は
国
保
税
の
納
付
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
は
、
国

民
健
康
保
険
（
国
保
）
を
運
営
し
て
い
く

た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

国
保
は
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き

に
安
心
し
て
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
加
入
し
て
い
る
人
が
お

金
（
国
保
税
）
を
出
し
合
っ
て
医
療
費
に

あ
て
る
「
支
え
合
い
」
の
制
度
で
す
。
こ

の
し
く
み
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
国
保

税
の
納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、

お
早
め
に
市
役
所
窓
口
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
災
害
な
ど
特
別
な
理
由
も
な
く

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
め
な
い
場
合
に

は
、
次
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

①
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
状
が
送
ら

れ
、
督
促
手
数
料
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。

…
電
話
や
文
書
に
よ
る
催
告
、
直
接
ご

自
宅
へ
伺
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

②
有
効
期
限
の
短
い
保
険
証
（
短
期
被
保

険
者
証
）
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

…
毎
月
窓
口
に
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
、

更
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
納
期
限
か
ら
１
年
経
過
す
る
と
、
保

険
証
を
返
す
こ
と
に
な
り
「
被
保
険
者

資
格
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

…
こ
の
と
き
、
か
か
っ
た
医
療
費
は
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

④
納
期
限
か
ら
１
年
６
か
月
経
過
す
る

と
、
国
保
の
給
付
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。

⑤
滞
納
が
あ
る
場
合
、
国
保
の
給
付

（
療
養
費
、
高
額
療
養
費
、
出
産
育
児

一
時
金
、
葬
祭
費
な
ど
）
の
全
部
ま
た

は
一
部
が
国
保
税
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

こ
ん
な
セ
ー
ル
ス
に
ご
注
意
を

必
要
の
な
い
増
改
築
を
強
引
に
契
約

す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺
な
ど
、
悪
質
な

訪
問
販
売
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
下
水
道
事
業
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
次
の
よ
う
な
セ
ー
ル
ス
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

・
「
市
役
所
か
ら
委
託
さ
れ
て
排
水
管
を

洗
浄
し
て
い
ま
す
。
残
る
の
は
お
宅

だ
け
で
す
よ
」（
た
か
り
商
法
）

・
「
排
水
管
の
点
検
に
来
ま
し
た
」
と
訪

問
し
て
強
引
に
清
掃
し
た
後
、
高
額

な
代
金
を
請
求
す
る
（
点
検
商
法
）
な

ど
、
手
口
が
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
策
と
し
て
は

※
市
役
所
で
は
排
水
管
の
点
検
・
清
掃

委
託
な
ど
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

点
検
や
お
試
し
な
ど
に
は
乗
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

※
排
水
管
な
ど
は
、
絶
対
に
見
せ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

※
し
つ
こ
い
業
者
に
は
、
家
の
外
で
待

た
せ
て
「
市
役
所
に
確
認
す
る
」
と
告

げ
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
へ
の
早
め
の
接
続
を

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
接
続
す

る
世
帯
に
対
し
、
工
事
費
を
無
利
子
で

借
り
ら
れ
る
有
利
な
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
が
あ
り
ま
す
。

●
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

融
資
額

一
世
帯
に
つ
き
50
万
円
ま
で

返
済
期
間

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以
内

返
済
方
法

毎
月
元
金
均
等
償
還

●
融
資
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
市
税
お
よ
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
県
内
在
住
の
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
　

一
人
い
る
こ
と

ま
た
、
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し

て
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事
を
行
う
使

用
者
に
対
し
、
最
高
７
万
円
の
水
洗
便

所
改
造
助
成
金
交
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

（
貸
住
宅
に
つ
い
て
も
助
成
し
ま
す
）

●
水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度

助
成
額

（
自
己
用
住
宅
・
供
用
開
始
か
ら
）

１
年
以
内
の
接
続
工
事
　
７
万
円

２
年
以
内
の
接
続
工
事
　
３
万
円

３
年
以
内
の
接
続
工
事
　
１
万
円

（
貸
住
宅
・
供
用
開
始
か
ら
）

１
年
以
内
の
接
続
工
事
　
３
万
円

２
年
以
内
の
接
続
工
事
　
１
万
円
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●
助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
接
続
工
事
の
着
手
前
に
申
請
す
る
こ
と

②
市
税
お
よ
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金
　

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

③
居
住
用
の
家
屋
（
新
築
家
屋
を
除
く
）

で
あ
る
こ
と

④
官
公
署
、
会
社
お
よ
び
そ
の
他
の
法

人
で
な
い
こ
と

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

下
水
道
使
用
料
は
、
水
道
水
利
用
の

場
合
は
上
水
道
の
使
用
水
量
の
応
じ
て
、

水
道
料
金
と
一
緒
に
２
か
月
に
一
度
請

求
し
ま
す
。

※
敷
島
地
区
は
、
上
水
道
が
甲
府
市
水

道
局
か
ら
、
下
水
道
は
甲
斐
市
か
ら

の
請
求
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合

は
別
々
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

●
敷
島
地
区
引
越
し
の
際
の
連
絡
方
法

敷
島
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
が
、
転

出
ま
た
は
転
居
す
る
際
は
、
お
手
数
で

も
次
の
手
順
に
よ
っ
て
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
こ
の
連
絡
に
よ
っ
て
甲
府
市

水
道
料
、
甲
斐
市
下
水
道
使
用
料
を
精

算
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
連
絡
事
項
　
氏
名
、
転
出
日
、

転
出
先
、
電
話
番
号

②
甲
府
市
水
道
局
に
連
絡
　

０
５
５
（
２
２
８
）
３
３
１
１

③
甲
斐
市
下
水
道
課
に
連
絡
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

■
問
い
合
わ
せ
は
…

下
水
道
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０



水
道
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

寒
波
に
よ
る
水
道
の
凍
結
防
止
を

寒
さ
は
、
水
道
の
大
敵
で
す
。
給
水

管
や
水
道
メ
ー
タ
ー
、
蛇
口
が
凍
っ
て

水
が
出
な
く
な
っ
た
り
破
裂
し
た
り
す

る
水
道
の
凍
結
事
故
が
起
き
て
し
ま
い

ま
す
。

凍
結
を
防
ぐ
に
は

・
翌
朝
冷
え
込
み
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、

寝
る
前
に
蛇
口
の
水
を
箸
の
太
さ
く

ら
い
に
出
し
て
凍
結
防
止
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

・
給
水
管
や
蛇
口
に
は
、
布
切
れ
や
毛

布
、
あ
る
い
は
専
用
の
保
温
材
を
巻

き
、
濡
れ
な
い
よ
う
に
上
か
ら
ビ
ニ

ー
ル
テ
ー
プ
を
隙
間
な
く
巻
い
て
く

だ
さ
い
。

・
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
は
、

布
切
れ
な
ど
の
保
温
材
が
濡
れ
な
い

よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ

て
水
道
メ
ー
タ
ー
を
保
護
す
る
よ
う

に
詰
め
て
く
だ
さ
い
。

・
水
抜
き
栓
、
不
凍
栓
を
使
用
の
ご
家

庭
で
は
、
お
や
す
み
前
や
留
守
に
す

る
時
に
忘
れ
ず
に
水
抜
き
を
す
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
水
道
は
要
注
意

・
北
向
き
の
と
こ
ろ
、
常
に
日
陰
に
あ

る
も
の

・
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の

・
屋
外
に
あ
る
も
の

・
配
管
な
ど
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
も
の

・
中
高
層
住
宅
の
高
架
槽
や
こ
れ
に
水

を
送
る
給
水
管
な
ど

凍
結
し
て
水
が
出
な
く
な
っ
た
ら

・
蛇
口
を
開
け
、
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ

ル
か
布
を
か
ぶ
せ
、
蛇
口
の
方
か
ら

ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く

だ
さ
い
。（
熱
湯
を
急
に
か
け
る
と
ひ

び
割
れ
や
破
裂
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
）

・

破
裂
や
ひ
び
割
れ
し
た
場
合
に
は
、

不
凍
栓
を
閉
め
て
、
漏
水
を
止
め
て

か
ら
指
定
工
事
店
に
修
理
の
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

不
凍
栓
の
開
け
閉
め
に
つ
い
て

不
凍
栓
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
側

に
あ
り
、
丸
い
フ
タ
を
開
け
る
と
中
に

バ
ル
ブ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
バ
ル
ブ
を

左
に
回
す
と
開
き
、
右
に
回
す
と
閉
ま

り
ま
す
。
こ
の
時
必
ず
止
ま
る
ま
で
回

し
て
く
だ
さ
い
。
バ
ル
ブ
の
開
閉
が
中

途
半
端
だ
と
漏
水
状
態
に
な
る
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
止
め
た
後
は
、
蛇
口
を
少
し
開

け
た
状
態
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

給
水
装
置
の
漏
水
等
修
理
に
つ
い
て

給
水
装
置
は
、
使
用
者
で
あ
る
み
な

さ
ん
の
所
有
物
で
あ
り
、
各
個
人
で
管

理
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
メ
ー
タ
ー
か
ら
宅
内
の
水
漏
れ
に

つ
い
て
は
、
使
用
者
で
あ
る
み
な
さ
ん

の
負
担
で
修
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
分
水
栓
か
ら
メ
ー
タ
ー
ま

で
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
は
、
水
道
局
負

担
で
修
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

急
に
使
用
水
量
が
増
え
た
場
合
、
漏

水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ほ
ん
の
少

し
で
も
漏
水
を
放
置
し
て
し
ま
う
と
大

変
な
無
駄
使
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

漏
水
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
家
中

の
水
道
の
蛇
口
を
閉
め
、
水
道
メ
ー
タ

ー
を
見
て
く
だ
さ
い
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
が

静
止
し
て
い
れ
ば
正
常
、
少
し
で
も
回

っ
て
い
た
ら
漏
水
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

家
の
水
道
管
か
ら
水
が
漏
れ
て
い
る

と
き
は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
近
く

に
あ
る
10
cm
程
の
円
形
の
青
い
蓋
を
開

け
る
と
不
凍
栓
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

回
し
閉
め
る
と
水

が
止
ま
り
ま
す
。

異
常
を
発
見
し

た
ら
、
す
ぐ
に
お

近
く
の
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者

に
連
絡
し
、
修
理

を
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
漏
水
修

理
な
ど
緊
急
に
工

事
を
行
う
場
合
で

も
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
で

あ
る
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
無
資

格
業
者
に
よ
る
給

水
装
置
工
事
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
工
務
課
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
４

２
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

平
成
18
年
10
月
〜
平
成
19
年
１
月
の

４
か
月
分
を
、
２
月
15
日
（
木
）
に
指
定

の
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら

子
育
て
ひ
ろ
ば

プ
レ
イ
ル
ー
ム
、
食
堂
や
授
乳
コ
ー

ナ
ー
、
絵
本
を
読
ん
だ
り
静
か
に
過
ご

せ
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
、
市
内
在

住
未
就
学
の
親
子
が
登
録
な
し
で
自
由

に
遊
べ
ま
す
。

ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
毎
週
火
・

水
・
金
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

火
・
水
曜
日

６
か
月
〜
１
歳
半
児
対
象

金
曜
日

１
歳
半
〜
３
歳
児
対
象

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
10
時
50
分

内
容

リ
ズ
ム
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
、

わ
ら
べ
う
た
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
な
ど

※
10
日
（
土
）
も
開
催
し
ま
す
。

（
１
歳
半
〜
３
歳
児
対
象
）

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

楽
し
い
音
楽
や
歌
に
あ
わ
せ
て
体
を

動
か
し
、
元
気
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

講
師

窪
田
音
楽
教
室
　
窪
田
敏
子
さ
ん

日
時

２
月
22
日
（
木
）

１
歳
半
〜
３
歳
児
対
象

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

定
員

15
名
（
予
約
制
）

※
受
付
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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お
し
ゃ
べ
り
ぽ
け
っ
と〈
座
談
会
〉

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
達
と
の
楽
し

い
お
し
ゃ
べ
り
で
、
子
育
て
の
ス
ト
レ

ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

２
月
23
日
（
金
）
午
前
11
時
〜

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
て
、
愛
育
会
会
員

に
よ
る
託
児
あ
り

※
受
付
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
ひ
ろ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

活
動
場
所

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
敷
島
第
２
庁
舎
）

活
動
内
容

子
育
て
講
習
会
・
子
育
て
教
室
の
参

加
者
の
子
ど
も
（
乳
幼
児
）
の
託
児

子
育
て
相
談

保
育
園
や
児
童
館
の
情
報
、
育
児
相

談
な
ど
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
子
ど
も
を

遊
ば
せ
な
が
ら
相
談
で
き
ま
す
。
電

話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
相
談
専
用
電
話

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
６
０

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
会
員
登
録
案
内

育
児
の
援
助
活
動
を
地
域
に
お
い
て

会
員
間
で
行
う
組
織
で
す
。
子
ど
も
を

預
か
っ
て
ほ
し
い
人
・
預
か
っ
て
く
れ

る
人
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

援
助
の
主
な
内
容

保
育
施
設
、
学
童

の
送
迎
、
行
事
参
加
・
仕
事
を
休
め

な
い
時
の
預
か
り
な
ど

依
頼
会
員

市
内
在
住
、
生
後
３
か
月

の
乳
幼
児
か
ら
小
学
生
の
子
ど
も
が

い
る
人

協
力
会
員

市
内
在
住
、
有
資
格
者
ま

た
は
講
習
会
に
参
加
で
き
る
人
で
理

解
と
熱
意
の
あ
る
人
（
自
宅
で
の
預
か

り
ま
た
は
送
迎
の
で
き
る
人
）

利
用
料
金

・
通
常
預
か
り

平
日
　
午
前
７
時
〜
　

午
後
７
時
　
１
時
間
７
０
０
円

・
特
別
預
か
り

土
・
日
・
祝
日
、

早
朝
深
夜
、
軽
度
の
病
気
　

１
時
間
８
０
０
円

※
１
回
の
依
頼
に
つ
き
１
時
間
あ
た
り

２
０
０
円
の
助
成
（
１
回
の
助
成
対
象

は
３
時
間
ま
で
）。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
敷
島
第
２
庁
舎
）

０
５
５
（
２
７
７
）
１
７
６
２

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
乗
車
さ
せ
る

際
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
装
着
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
警
察
庁
の

行
っ
た
調
査
の
結
果
、
着
用
率
49
・

４
％
と
低
い
水
準
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン
タ
ー
の
試

算
に
よ
る
と
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着

用
に
よ
り
死
者
は
約
75
％
、
重
傷
者
は

約
57
％
減
少
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
の
た
め
に
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
市
で
は
１
歳
６
か
月
ま
で
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
無
料
貸
出
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人

貸
与
期
間

誕
生
か
ら
18
か
月
の
間

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

総
務
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
１

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
制
度
を
ご
存

知
で
す
か

障
害
者
控
除
と
は
、
所
得
税
法
や
地

方
税
法
上
の
所
得
を
申
告
す
る
際
に
、

本
人
ま
た
は
扶
養
親
族
が
障
害
者
ま
た

は
特
別
障
害
者
に
該
当
す
る
場
合
に
、

一
定
金
額
を
所
得
か
ら
控
除
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。

対
象
と
な
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人

・
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
65
歳
以
上
の
人
で
、
心
身
の
障

害
の
程
度
が
身
体
障
害
者
手
帳
等
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
準
ず
る
状

態
に
あ
る
と
市
か
ら
認
定
さ
れ
た
人

認
定
基
準

直
近
の
介
護
保
険
の
認
定
調
査
資
料

等
を
基
に
判
定
さ
れ
ま
す
。

１
日
常
生
活
動
作
の
状
況
の
「
歩
行
・
移

乗
」「
排
尿
・
排
便
」「
食
事
」「
洗
身
」

「
着
脱
衣
」
の
う
ち
１
項
目
以
上
「
一

部
介
助
」
ま
た
は
「
全
介
助
」
に
該
当

す
る
場
合

２
認
知
症
高
齢
者
の
状
況
の
、
認
知
症

の
状
況
の
「
記
憶
障
害
」「
失
見
当
」
の

う
ち
１
項
目
以
上
「
軽
度
」
に
該
当
し

か
つ
、
問
題
行
動
の
状
況
（
６
項
目
）

が
１
項
目
以
上
「
中
度
」
に
該
当
す
る

場
合

※
１
ま
た
２
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
る
該
当
項

目
や
そ
の
度
合
い
に
よ
っ
て
、「
障
害

者
」
ま
た
は
「
特
別
障
害
者
」
に
認
定

さ
れ
ま
す
。

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
も
、
必

ず
し
も
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
手
続

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
、
高
齢

福
祉
課
ま
た
は
竜
王
・
双
葉
支
所
各

地
域
課
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
を
受
け
た
ら

確
定
申
告
す
る
際
に
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

高
齢
福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
６

戦
傷
病
者
の
妻
に
特
別
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す

○
平
成
18
年
５
月
に
国
債
の
最
終
償
還

を
迎
え
た
人

戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

の
継
続
支
給

※
戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
、
平
成
18
年

10
月
１
日
に
、
増
加
恩
給
・
傷
病
年

金
・
特
例
傷
病
恩
給
・
障
害
年
金
等

を
受
け
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
妻
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
へ

の
移
行

※
戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
、
平
成
５
年

４
月
１
日
（
ま
た
は
平
成
８
年
10
月
１

日
）
以
降
平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で

に
、
公
務
傷
病
や
勤
務
関
連
傷
病
で

亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
そ
の
妻
に
支
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給
さ
れ
ま
す
。

戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

の
特
例
支
給

※
戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
、
平
成
５
年

４
月
１
日
（
ま
た
は
平
成
８
年
10
月
１

日
）
以
降
平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で

に
、
一
般
の
怪
我
や
病
気
で
亡
く
な

ら
れ
た
（
平
病
死
し
た
）
場
合
、
そ
の

妻
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年

４
月
１
日
の
間
に
、
新
た
に
戦
傷
病
者

の
妻
に
な
っ
た
人

戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

の
新
規
支
給

※
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年

４
月
１
日
ま
で
の
間
に
、
夫
が
戦
傷

病
者
と
し
て
増
加
恩
給
・
傷
病
年

金
・
特
例
傷
病
恩
給
・
障
害
年
金
等

の
受
給
権
を
取
得
し
た
場
合
、
そ
の

妻
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
期
間
内
に
戦
傷
病
者
と

し
て
こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
る
者
と

結
婚
を
し
た
妻
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

請
求
期
限

平
成
21
年
９
月
30
日

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
国
保
援
護
課

０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
５
４

福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

募
集
住
宅

市
営
田
畑
団
地
１
号
館
３

０
１
号
（
３
D
K
）
・
２
号
館
２
０
３

号
（
３
D
K
）

（
甲
斐
市
宇
津
谷
４
６
５
８
番
地
２
）

選
考

市
営
住
宅
の
入
居
基
準
で
行
い

ま
す
。
な
お
、
同
居
親
族
が
あ
る
希

望
者
を
優
先
し
ま
す
。

募
集
方
法

申
込
用
紙
を
建
設
課
、
敷

島
・
双
葉
支
所
各
地
域
課
で
配
布
し

ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
入
居
者
は
審
査
の
う
え

決
定
し
ま
す
が
、
該
当
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
間

２
月
２
日
（
金
）
〜
９
日

（
金
）

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

抽
選
日（
予
定
）
２
月
19
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
（
田
畑
団
地
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

建
設
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

第
３
回
竜
王
南
部
公
民
館
作
品
展

竜
王
南
部
地
域
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日
時

２
月
22
日
（
木
）
〜
３
月
22
日
（
木
）

場
所

竜
王
南
部
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー

主
催竜

王
南
部
公
民
館
活
動
推
進
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ
は
…

竜
王
南
部
公
民
館
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
１
１
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ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介

竜
王
北
部
公
民
館

展
示

ほ
お
ず
き
の
会
（
絵
手
紙
）

期
間

３
月
13
日
（
火
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
北
部
公
民
館
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
７
５
１
１

親
子
防
災
ス
ク
ー
ル

起
震
車
で
東
海
地
震
の
揺
れ
を
体
感

し
た
り
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
、
炊
き
出
し

訓
練
を
行
い
ま
す
。

親
子
で
、
家
庭
や
身
近
で
で
き
る
防

災
対
策
に
つ
い
て
、
楽
し
み
な
が
ら
学

び
ま
す
。

日
時

２
月
18
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
30
分

場
所

竜
王
小
学
校
体
育
館

対
象

市
内
在
住
の
小
学
生
の
親
子

定
員

20
組
50
名
程
度

講
師

災
害
・
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
未
　
　

来
会
　
山
下
博
史
さ
ん

甲
府
西
消
防
署
　

持
ち
物

ス
プ
ー
ン
・
箸
・
お
椀

そ
の
他

※
炊
き
出
し
訓
練
で
作
っ
た
も
の
を
昼

食
に
し
ま
す
。

※
暖
房
を
用
意
し
あ
り
ま
す
が
、
寒
く

な
い
格
好
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
時
は
応
急
手
当
訓
練
と
炊
き
出

し
訓
練
を
行
い
ま
す
。

申
込
受
付

２
月
１
日（
木
）〜
16
日（
金
）

（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

参
加
料

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４

子
育
て
講
演
会

日
時

２
月
20
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
２
階
研
修
　

室
（
託
児
あ
り
）

対
象

乳
幼
児
の
保
護
者

テ
ー
マ

乳
幼
児
期
の
心
の
発
達
と
親
子
関
係

講
師

新
津
小
児
科
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　
　
　

川
辺
修
作
さ
ん

定
員

30
名
（
予
約
制
）

参
加
料

無
料

申
込
受
付

２
月
６
日
（
火
）

午
前
９
時
〜（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
方
法

電
話
・
窓
口
直
接

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
敷
島
第
２
庁
舎
）

０
５
５
（
２
７
７
）
１
７
６
２

子
育
て
マ
マ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

自
宅
で
で
き
る
カ
フ
ェ
レ
シ
ピ
で
気

分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
ば
粉
ク
レ
ー
プ
の
デ
ザ
ー
ト
プ
レ

ー
ト
と
お
い
し
い
紅
茶
の
入
れ
方
な
ど

を
学
び
ま
す
。

日
時

２
月
21
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

竜
王
北
部
公
民
館
料
理
教
室

（
託
児
サ
ポ
ー
ト
有
り
）

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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定
員

12
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

対
象

保
育
園
、
幼
稚
園
入
園
前
の
お

子
さ
ん
が
い
る
お
母
さ
ん

講
師

清
水
由
美
さ
ん

参
加
料

１
、
０
０
０
円

持
ち
物

子
ど
も
用
飲
み
物
等

（
託
児
利
用
の
人
の
み
）

受
付
期
間

２
月
５
日
（
月
）
午
前
９
時

か
ら
電
話
受
付
開
始

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

自
家
製
ジ
ャ
ム
作
り
教
室

地
元
女
性
農
業
者
の
協
力
に
よ
り
、

ブ
ド
ウ
や
リ
ン
ゴ
の
ジ
ャ
ム
作
り
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

主
催

市
双
葉
自
立
経
営
農
業
振
興
会

日
時

２
月
24
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

場
所

双
葉
農
の
駅
加
工
所

参
加
資
格

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員

10
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
期
日

２
月
23
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
で
受
付

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

農
林
振
興
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
５

在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
集
い

在
宅
で
障
害
者
の
介
護
を
し
て
い
る

人
達
が
、
会
食
し
な
が
ら
語
り
合
う
介

護
者
同
士
の
交
流
の
機
会
で
す
。

日
常
の
介
護
負
担
か
ら
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

３
月
１
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所

ホ
テ
ル
神
の
湯
温
泉

（
甲
斐
市
龍
地
17
）

参
加
料

無
料

内
容

介
護
者
同
士
の
交
流
・
情
報
交

換
・
介
護
相
談

定
員

40
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
期
間

２
月
１
日
（
木
）
〜
16
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４

第
２
回
い
き
い
き
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会

人
と
の
会
話
や
外
出
の
機
会
の
少
な

い
人
の
身
近
な
地
域
交
流
の
場
で
あ
る

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」。
サ
ロ
ン
の
新
規

設
置
に
も
役
立
つ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

主
催

市
社
会
福
祉
協
議
会

対
象
者

甲
斐
市
在
住
で
「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
に
興
味
が
あ
る
人
。
サ
ロ
ン
を

市
内
で
計
画
し
て
い
る
人
。
す
で
に

サ
ロ
ン
を
実
施
し
て
い
る
人
。

日
時

３
月
２
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師

シ
ル
バ
ー
レ
ク
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

定
員

40
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
料

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

親
子
の
遊
び
教
室

ひ
な
祭
り
だ
よ
１
・
２
・
３

親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
親
同
士

の
情
報
交
換
や
交
流
な
ど
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

３
月
８
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

竜
王
南
部
公
民
館
１
階
和
室

対
象

乳
幼
児
と
そ
の
家
族

内
容

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
親
子
体

操
・
絵
本
の
紹
介
・
助
産
師
の
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
・
お
し
ゃ
べ

り
タ
イ
ム
な
ど

講
師

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
　
　

ズ
ク
ラ
ブ
「
げ
ん
き
甲
斐
」

参
加
料

無
料

定
員

50
組
（
完
全
予
約
制
）

受
付

２
月
８
日
（
木
）
午
前
９
時
〜

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
方
法

電
話
・
窓
口
直
接

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

生
活
向
上
実
践
活
動

甲
斐
市
消
費
生
活
研
究
会
で
は
、
身

近
な
環
境
問
題
、
資
源
の
有
効
利
用
、

食
の
安
全
・
安
心
、
食
育
推
進
等
に
つ

い
て
の
知
識
を
学
び
、
生
活
の
向
上
を

図
り
実
践
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

主
催

市
消
費
生
活
研
究
会
　

日
時

２
月
14
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所

双
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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甲斐市男女共同参画推進フォーラム2007

「あなたの家庭の男女共同参画」

市では、男女共同参画意識の高揚を目的としたフォー

ラムを開催します。

主催　甲斐市・甲斐ヒューマンプラン推進委員会

日時 ２月25日（日）午後１時30分～（受付　午後１時～）

場所 敷島総合文化会館大ホール

内容 パフォーマンス（会話劇）「ある日の甲斐さん家」

出演　甲斐ヒューマンプラン推進委員会

記念講演「家庭における男女共同参画」

講師　桜井高志さん

（桜井・法貴グローバル教育研究所代表）

■問い合わせは…
企画課（竜王庁舎２階） 055（278）1662



内
容
　
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生
活
を

テ
ー
マ
に
地
元
の
食
材
を
使
っ
て
の

料
理
教
室
と
、
家
庭
で
使
わ
な
く
な

っ
た
遊
休
品
を
使
っ
て
小
物
入
れ
や

ブ
ロ
ー
チ
を
作
る
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

参
加
料

５
０
０
円

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
和
裁
道
具
、
使

わ
な
く
な
っ
た
ネ
ク
タ
イ
２
本
、
布

（
１
辺
30
cm
の
正
方
形
２
枚
）、
包
装

紙
１
枚
、
筆
記
用
具
、
定
規

申
込
期
間

２
月
１
日
（
木
）
〜
６
日

（
火
）

土
・
日
は
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

第
４
回
甲
斐
市
民
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
大
会
で
す
。

な
お
上
位
入
賞
者
は
５
月
に
開
催
予

定
の
山
梨
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
祭
の
甲
斐
市
代
表
と
な
り
ま
す
。

主
催

市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

日
時

２
月
17
日
（
土
）
午
前
９
時
ま
で

に
受
付
　
※
予
備
日
２
月
24
日
（
土
）

場
所
　
赤
坂
台
総
合
公
園

（
ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
）

参
加
資
格

市
内
在
住
者（
中
学
生
以
上
）

参
加
料

無
料

※
用
具
の
貸
出
あ
り

申
込
受
付

２
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
で
申
込
受
付

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

第
３
回
甲
斐
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

支
部
内
、
ま
た
は
気
の
合
う
仲
間
同

士
で
参
加
し
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

主
催
　
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

日
時

２
月
25
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
〜

会
場

敷
島
体
育
館
・
竜
王
小
体
育
館

参
加
資
格

市
内
在
住
者

（
全
日
制
の
高
校
生
以
下
は
除
く
）

チ
ー
ム
編
成

・
ト
リ
ム
の
部
（
40
才
代
お
よ
び
50
才
以

上
の
男
女
各
４
名
で
構
成
）

・
フ
リ
ー
の
部
（
年
齢
は
問
わ
ず
男
女
各

４
名
で
構
成
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
可
）

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
大
人
の
男
女
４
名

お
よ
び
小
学
生
４
名
で
構
成
）

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
以
外
は
、
各
支
部

２
チ
ー
ム
ま
で
の
参
加
と
す
る
。

参
加
料

１
チ
ー
ム
５
０
０
円

申
込
方
法

２
月
13
日
（
火
）
ま
で
に
申
込
書
を
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
提
出

※
大
会
要
項
・
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

監
督
会
議

２
月
20
日
（
水
）
午
後
７
時
30
分
〜
　

敷
島
総
合
文
化
会
館
視
聴
覚
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
９

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
参
加
者
募
集

主
催

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

期
間

３
月
２
日
〜
16
日
の
毎
週
火
・
金

曜
日

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

対
象

市
内
在
住
者
（
小
学
３
年
生
以
上
）

会
場

双
葉
体
育
館

参
加
料

無
料

※
申
込
受
付
は
、
当
日
会
場
で
も
可
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
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●「第４回グローバル・コンサートｉｎ山梨」
音楽を学んでいる人達とプロとして活躍している
演奏家が共演します。
第１部は、ピアノ・ソロを中心としたジョイン

ト・コンサートを、第２部は、徳江陽子ピアノ・コ
ンサートを行います。
日時 ２月３日（土） 午後１時開演　

入場無料（要整理券）
主催 アイ・ピー・エフ・ジャパン・ヤマナシ
後援 甲斐市教育委員会

●「ＫＡＩふれあいステージ２００７」出演者募集
甲斐市内に在住のアーティストを支援・サポート
するために、ホールの舞台を開放して行われる催し
です。
ダンスや合唱、バンド演奏など様々なジャンルの
ステージが繰り広げられます。
どなたでもお気軽にお越しください。
日時 ２月25日（日）

午前９時30分開場　午前10時開演
入場無料

●春休み映画会
日にち ３月25日（日）
※上映作品および入場料等については未定です。詳
細は３月号でお知らせします。

■問い合わせは･･･
甲斐市双葉ふれあい文化館ホール

事務室　 0551（20）3660



法
務
局
な
ん
で
も
無
料
相
談
所

法
務
局
で
は
、
登
記
、
戸
籍
、
供
託
、

訟
務
、
人
権
擁
護
お
よ
び
成
年
後
見
登

記
に
関
す
る
事
務
等
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
に
深
く
関
係
す
る
事
務
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
関
す
る
こ
と
で
、
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
、
不
明
な
点
、
知
り

た
い
こ
と
等
を
、
法
務
局
の
職
員
、
公

証
人
が
お
答
え
す
る
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
、
事
前
の
予
約

等
特
別
な
手
続
き
も
不
要
で
す
。

日
時

２
月
25
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所

甲
府
地
方
法
務
局
４
階
会
議
室

（
甲
府
市
北
口
１
ー
２
ー
19
）

相
談
内
容

・
土
地
や
建
物
、
会
社
等
の
登
記
の
手

続
、
土
地
の
境
界
に
関
す
る
こ
と

・
相
続
問
題
、
遺
言
等
に
関
す
る
こ
と

・
お
年
寄
り
の
財
産
等
を
守
る
成
年
後

見
制
度
に
関
す
る
こ
と

・
成
年
後
見
登
記
の
手
続
き
や
証
明
書

に
関
す
る
こ
と

・
婚
姻
、
離
婚
、
親
権
、
扶
養
等
に
関

す
る
こ
と

・
帰
化
等
国
籍
に
関
す
る
こ
と

・
地
代
、
家
賃
の
支
払
い
等
借
地
・
借

家
に
関
す
る
こ
と

・
児
童
・
生
徒
の
「
い
じ
め
」「
体
罰
」

に
関
す
る
こ
と

・
あ
ら
ぬ
噂
や
中
傷
等
名
誉
・
信
用
に

関
す
る
こ
と

・
そ
の
他

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府
地
方
法
務
局

０
５
５
（
２
５
２
）
７
１
５
３

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院「
学
生
募
集
」

平
成
19
年
度
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

「
生
き
が
い
の
創
造
と
地
域
文
化
の

振
興
」
が
勧
学
院
の
ね
ら
い
で
す
。

募
集
人
員

各
地
域
学
園
40
名
（
計
３
６
０
名
）

※
県
下
に
、
甲
府
・
中
巨
摩
・
東
山

梨
・
東
八
代
・
西
八
代
・
南
巨
摩
・

北
巨
摩
・
南
都
留
・
北
都
留
の
９
学

園
が
あ
り
ま
す
。

入
学
資
格

概
ね
60
歳
以
上
の
健
康
で

学
ぶ
意
欲
の
あ
る
県
内
在
住
者

修
業
年
限

２
か
年

募
集
期
間

募
集
中

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

入
学
受
付
　
各
教
育
事
務
所

費
用

基
本
学
習
費
を
徴
収
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
・
研
修
旅
行
に
要
す
る

経
費
・
学
習
場
所
へ
の
交
通
費
・
教

材
費
・
勧
学
院
バ
ッ
チ
代
・
傷
害
保

険
な
ど
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
入
学
願
書
は
市
内
各
公
民
館
に
設
置
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

中
北
教
育
事
務
所
（
韮
崎
市
本
町
４
ー
　

２
ー
４
　
北
巨
摩
合
同
庁
舎
３
階
）

０
５
５
１
（
２
３
）
３
０
０
７

子
ど
も
の
就
職
に
悩
む
親
の
た
め
の
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー
＆
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し
」
で
は
、

若
者
を
取
り
巻
く
雇
用
情
勢
や
職
業
観

な
ど
を
理
解
し
、
家
庭
や
学
校
、
地
域

が
ど
う
取
り
組
む
べ
き
か
を
学
ぶ
た
め

の
、
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
個
別
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

２
月
21
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜

（
受
付
　
午
後
０
時
30
分
〜
）

場
所

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

別
館
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
　
　
　
　

対
象

概
ね
15
歳
か
ら
34
歳
ま
で
の
子

ど
も
を
持
つ
親
や
教
師
、
そ
の
他
本

セ
ミ
ナ
ー
に
関
心
の
あ
る
人

内
容

第
１
部
　
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

「
ニ
ー
ト
・
フ
リ
ー
タ
ー
問
題
の
現
状

と
課
題
」

講
師

小
杉
礼
子
さ
ん

（
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構
　
統
括
研
究
員
）

第
２
部
　
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
子
ど
も

の
自
立
や
就
職
に
関
す
る
悩
み
相
談

参
加
料

無
料

定
員

第
１
部
　
１
０
０
名
程
度
　
　

第
２
部
　
12
名
程
度

■
申
し
込
み
は
…

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し
　

０
５
５
（
２
３
３
）
４
５
１
０

０
５
５
（
２
３
３
）
４
５
１
８

■
問
い
合
わ
せ
は
…
県
労
政
雇
用
課
　
　
　

０
５
５
（
２
２
３
）
１
５
６
２
　

０
５
５
（
２
２
３
）
１
５
６
４

地
域
活
性
化
講
演
会

主
催

甲
斐
市
商
工
会
竜
王
支
部

日
時

２
月
17
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所

竜
王
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

入
場
料

無
料

講
師

国
土
交
通
省
選
定
観
光
カ
リ
ス
マ

若
松
進
一
さ
ん

（
元
愛
媛
県
双
海
町
教
育
長
）

演
題

「
私
の
目
か
ら
見
た
地
域
活
性
化
」

知
名
度
が
低
か
っ
た
双
海
町
を
、
夕

日
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
全
国
に
売
出
し

た
体
験
談
を
基
に
、
地
域
活
性
化
の

あ
り
方
を
講
演
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
斐
市
商
工
会

０
５
５
（
２
７
６
）
２
３
８
５

公
開
講
座

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
考
え
よ
う
２
０
０
７
」

日
時

２
月
18
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

山
梨
大
学
玉
穂
キ
ャ
ン
パ
ス

内
容

県
内
医
療
機
関
に
勤
務
す
る
そ

れ
ぞ
れ
の
領
域
の
ア
レ
ル
ギ
ー
専
門

の
先
生
が
、
一
般
の
人
を
対
象
に
分

か
り
や
す
く
講
義
し
、
会
場
か
ら
の

質
問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

テ
ー
マ

「
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
つ
い

て
」「
花
粉
症
に
つ
い
て
」
な
ど

参
加
料

無
料

申
込
方
法

事
前
申
込
不
要

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科
医
局
　
　

０
５
５
（
２
７
３
）
６
７
６
９

（
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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ご
存
知
で
す
か「
検
察
審
査
会
」

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て

い
る
人
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た

11
人
の
審
査
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま

す
。
従
っ
て
、
あ
な
た
も
い
つ
か
は
審

査
員
に
選
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
の
主
な
仕
事
は
、
交
通

事
故
や
詐
欺
な
ど
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ

て
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
て
も
、
検

察
官
が
そ
の
事
件
を
不
起
訴
に
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
そ
の
処
分
に
不
満
が
あ

る
被
害
者
等
か
ら
申
立
等
が
あ
っ
た
場

合
に
、
そ
の
不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ

た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

審
査
申
立
等
に
つ
い
て
の
ご
相
談
、

ま
た
は
検
察
審
査
会
に
つ
い
て
知
り
た

い
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府
地
方
裁
判
所

内
　
甲
府
検
察
審
査
会
事
務
局
　
　
　
　

０
５
５
（
２
３
５
）
１
１
３
１

平
成
19
年
度
食
料
品
消
費
モ
ニ
タ
ー
公
募

食
品
の
安
全
、
規
格
、
表
示
お
よ
び

価
格
動
向
、
食
生
活
な
ど
食
に
関
し
て

広
く
消
費
者
の
意
向
を
把
握
す
る
た
め
、

食
料
品
消
費
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
予
定
人
員

15
名

応
募
資
格

①
20
歳
以
上
の
人

（
平
成
19
年
４
月
１
日
時
点
）

②
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま
た

は
職
員
で
な
い
人

③
平
成
19
年
度
中
に
他
の
食
生
活
関
係
モ

ニ
タ
ー
に
就
く
予
定
の
な
い
人

④
原
則
と
し
て
、
平
成
18
年
度
の
農
林
水

産
省
食
料
品
消
費
モ
ニ
タ
ー
で
な
い
人

任
期

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

謝
金

所
定
の
金
額

応
募
方
法

は
が
き
、
封
書
ま
た
は
メ

ー
ル
に
て
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏

名
④
年
齢
（
平
成
19
年
４
月
１
日
時

点
）
⑤
性
別
⑥
職
業
⑦
電
話
番
号
⑧
簡

単
な
応
募
動
機
を
ご
記
入
の
上
、
次

の
応
募
先
ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

は
が
き
ま
た
は
封
書
の
場
合

関
東
農
政
局
山
梨
農
政
事
務
所
　

消
費
生
活
課
（
消
費
経
済
係
）

〒
４
０
０
ー
０
０
３
１
　

甲
府
市
丸
の
内
３
ー
５
ー
９

メ
ー
ル
の
場
合

m
onitor_shousei@

kanto.m
aff.go.jp

応
募
期
限

２
月
28
日
（
消
印
有
効
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
農
林
水
産
省
関
東
　

農
政
局
山
梨
農
政
事
務
所

０
５
５
（
２
２
６
）
６
６
１
１

県
立
中
央
高
等
学
校
通
信
制
生
徒
募
集

勉
強
す
る
内
容
は
、
全
日
制
・
定
時

制
と
同
じ
で
、
自
宅
学
習
と
ス
ク
ー
リ

ン
グ
で
高
校
を
卒
業
で
き
ま
す
。

募
集
人
員

普
通
科
１
０
０
名

募
集
要
項
お
よ
び
出
願
書
類

中
央
高
校
事
務
室
に
て
配
布

募
集
期
間

３
月
１
日（
木
）〜
30
日（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

出
願
場
所

中
央
高
校
通
信
制

出
願
資
格

①
中
学
校
を
卒
業
し
た
人

（
卒
業
見
込
み
も
含
む
）

②
高
等
学
校
へ
の
再
入
学
を
希
望
す
る
人

③
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
内
在

住
者
に
限
り
ま
す

入
学
選
抜
方
法

書
類
お
よ
び
面
接

（
筆
記
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
）

経
費

・
１
年
間
（
入
学
年
次
）
に
必
要

な
学
費
（
入
学
金
・
授
業
料
・
教
科
書

代
等
）
は
約
３
０
、
０
０
０
円
（
４
月

に
一
括
納
入
）。

・
就
職
し
て
い
る
人
に
は
教
科
書
無
償

給
与
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
立
中
央
高
等
学
校
通
信
制

（
甲
府
市
飯
田
５
ー
６
ー
23
）

０
５
５
（
２
２
６
）
４
４
１
１

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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少年の非行防止、健全育成にご協力を
県下の少年非行の現状は、全刑法犯の検挙人員の約

３割を少年が占め、さらに15歳以下は少年全体の半
数を占めるなど相変わらず低年齢化が続いています。
警察では、少年を取り巻く有害環境浄化活動や非行

の前兆である不良行為等の早期発見、早期指導を行う
ため
○街頭補導活動の強化
○各警察署の少年相談やヤングテレホン相談
等の活動を行っております。
少年の非行防止と健全育成の基本は、何よりも「子

どもは社会を映す鏡である」と言われるように、大人
社会そのものが規範意識を高めながら「親子のふれあ
いと対話のある明るい家庭づくり」をすることです。
家庭・地域が一体となった少年非行防止と少年の健

全な育成が行われるよう、みなさまのご協力をお願い
します。

夕暮れ時の早めのライト点灯を
ドライバーのみなさん、夕暮れ時に歩行者や車の発

見が遅れてヒヤリとした経験はありませんか。
夕暮れ時は、人・車ともお互いが見えにくくなり、

発見の遅れから交通事故につながります。
ドライバーのみなさんは、日没の概ね30分前から

ライトを点灯する「早めのライト点灯」を行い、自分の
車の存在を歩行者や対向車などに早く知らせ、注意を
喚起して交通事故を未然に防止しましょう。
また、自転車を利用するみなさんは、必ずライトを

点け、反射材も活用しましょう。
歩行者のみなさんは、明るい色の服装を身に付ける

とともに、反射材を活用するとさらに効果的です。
２月中の「早めのライト点灯」の目安時間は、午後５

時です。



せん定枝粉砕処理

大切な愛犬を守るために、狂犬病の
予防注射と犬の登録はお済みですか

家庭等において伐採されたせん定
枝を粉砕処理します。
◎玉幡中学校北側の市有地
日程
２月は次の日をお休みとさせていた

だきます。
毎週金曜日、祝日（12日）
◎自然休養村管理センター（敷島総合公園入り口）
日程
２月は次の日をお休みとさせていただきます。
毎週月・水・木・土曜日

受入時間 午前9時～正午、午後1時～4時
対象となる枝
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径10cm以下の

ものに限ります。
果樹のせん定枝についても対象と
します。
＊葉っぱ類、根の部分、腐食した
物、金属類の付いた物、及び草・
竹等は受入しませんので注意してく

ださい。
＊営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは

出来ません。
なお、粉砕処理したチップは市内在住の人に限

り無料で差し上げています。
せん定枝受け入れ時間中であればいつでも取り

に来ていただいて結構です。
希望する人は、チップを入れる袋などを持参し

て、係員の指示に従ってください。

狂犬病予防法により、生後90日を経過した犬は
登録と年に1回の予防注射が必要となります。注
射後は動物病院で発行した「狂犬病予防注射済証
明書」を市窓口に提出し、「注射済票」の交付を
受けてください。（手数料550円）また、登録され
ていない方は、登録を行ってください。（手数料
3,000円）
国内での狂犬病の発生は昭和32年以降ありませ

んが、海外からの感染により3件の発症例が出て
います。（平成18年12月現在）狂犬病は感染して
発症すると死亡に至る恐ろしい病気ですが、予防
注射で感染を防ぐことができます。必ず狂犬病予
防注射を受けましょう。
■届け出・問い合わせは…
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎２階） 055（277）3113

寒さの厳しいこの季節、暖房の設定温度をつい
つい高くしてしまいがち。
でも、こんな時こそ次の省エネヒント集を参考

にして地球にやさしく、ついでに財布にもやさし
い省エネを実践しましょう。

～地球と財布にやさしい省エネ ヒント集～
＜暖房器具の使い方　３つのポイント＞
①暖める必要のある場所で②必要に応じた器具で
③必要な量だけ　暖めましょう
暖房するときには…
カーディガンやひざかけ、ソックスなど着るもの
を工夫すると体感温度がぐんとアップ。
また、扇風機で暖まった空気を循環させると、室
内がまんべんなく暖まります。
カーディガン　＋2.2℃
ひざかけ　　　＋2.5℃
ソックス　　　＋0.6℃
暖房を消すタイミングは…
15分前にスイッチ・オフ。
室温は急には下がらないので、早めのオフを習慣
にしましょう。
暖房器具の使い始めに…
フィルターのお手入れをしましょう。
フィルターが目詰まりすると暖房がきかなくなり
ます。
地球温暖化は、市民、企業、行政が一丸となっ

て省エネに取り組まないと歯止めがかかりません。
みなさんのご協力をお願いします。

２月は「省エネ月間」です
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●個別運動指導の実施につ
いて
①運動プログラム作成
日常生活での健康づくり

に役立つ、効果的な運動を
おこなうための、健康運動
指導士による指導を行いま
す。運動器具等を使っての

安全で適切な指導をします。
日　時 ２月６日（火）・20日（火）午後４時～５時
場　所 敷島保健福祉センター内軽運動室
費　用 無料　ただし施設利用料(1回100円)必要
持ち物 運動靴/運動のできる服装
※予約制ですので、希望日をご連絡ください。
②水中ウォーキング
集団で行なう水中ウォーキング教室を受講でき

ない次の人を対象に、個別運動指導を行います。
指導は予約制です。

場　所 敷島保健福祉センター内歩行浴プール
対象者 市内在住で次の人

・病院などに通っていて、運動を勧められ
るが長時間運動できない人
・体力、高齢、疾病などで、集団指導を受
けるのが困難な人
※安全のため、かかりつけ医師の診断書(費
用の補助はありません)が必要な場合もあ
ります。聞き取りの上、予約制になります。

■申し込み・問い合わせは…
敷島保健福祉センターに直接(月曜日休館)
055（277）7311

●運動教室
生活習慣病予防のため、ご自身の生活改善をし

たいと思っている人を対象に運動教室を実施しま
す。
対象者　高血圧、肥満、糖尿病、高脂血症など何ら

かの異常があり運動の必要な人
各健康教室終了者（糖尿病教室、ヘルシ
ー教室等）で引き続き食事、運動等の相談
を希望される人

内　容 ３B体操・健康相談
日　時 ２月23日（金）午後１時30分～３時
場　所 敷島保健福祉センター
※運動のできる服装でお出かけください。
■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

●献血にご協力をお願いします。
献血を実施しますので、みなさまのご協力を

お願いします。
特に冬は血液が不足しますのでよろしくお願

いします。
日　時 ２月５日（月）

午前９時30分～11時30分
午後０時30分～３時30分

会　場 甲斐市役所　敷島第２庁舎前
主　催 甲斐市
協　力 甲斐市商工会、敷島ライオンズクラブ

●いきいき健康教室
いつまでも元気で健やかな生活を送ることができるように、健康教室を開催します。

●脳のいきいき教室
市内４か所に在宅介護支援センターを委託し、市と共催で認知症予防のための講座を開催します。

テーマ・講師 日時 場所 問い合わせ（委託先）

～バランスの良い食事を健康の秘訣に～
三枝病院　土屋　文美　管理栄養士
めぐみ荘在宅介護支援センター職員

～物忘れなどの予防教室～
講師・指導員
優和ヘルパースクール講師　小俣　登喜子

２月17日（土）
午後１時30分～３時

榎公民館
篠原700-5

対象者

興味関心
のある人

めぐみ荘在宅介護支援センター
055(278）0881

２月17日（土）
午後１時30分～３時

上志田公民館
志田１

「ひかりの里」双葉
在宅介護支援センター
0551(28）5545

音楽療法～音楽と心～
ミュージックラボ　やまなし
音楽療法士 青柳 伸二

２月20日（火）
午後２時～

３時30分～

竜王北部公民館
篠原2600

竜王在宅介護支援センター
(竜王保健福祉センター内)
055(279）1113

テ　ー　マ　・　講　　師 日　　　　時 場　　　所 対 象 者

楽しくリズムに合わせて健康づくり
日本３Ｂ体操協会公認指導者　山田　富士枝 ２月15日（木）午後１時～１時30分 志麻の湯 ことぶきセンター

興味関心
のある人

楽しくリズムに合わせて健康づくり
日本３Ｂ体操協会公認指導者　山田　富士枝 ２月22日（木）正午～午後12時30分

お口の健康講座
山梨歯科衛生士会監事　牛山　京子 ２月28日（水）午後１時～１時30分

百楽泉 多目的ホール

志麻の湯 ことぶきセンター



28

■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

●麻しん、風しんの予防接種および経過措置について
麻しん（はしか）と風しん対策をより一層強化するため、4月より麻しん・風しん予防接種が混合ワクチンとなり、
接種回数も２回接種となりました。対象年齢については、第１期（１回目）12か月から24か月未満の人、第２期（２
回目）５歳以上７歳未満で就学１年前から就学前日までの人（いわゆる年長児）です。
なお、６月より再度一部改正があり
麻しん・風しん単独予防接種について
も定期予防接種と定められました。対
象年齢内の人でどちらか片方のみ接種
している人、またはどちらか片方の病
気にかかってしまった人はそれぞれ単
独の予防接種を受けることができま
す。

＜３月31日までの経過措置＞
対象年齢外（２歳以上７歳６か月未満の人で第２期の対象とならない人）の内、麻しんおよび風しんともに未接
種の人、どちらか片方のみ接種（または病気にかかった）の人について３月31日までの間、経過措置を行い公費負
担で接種できます。対象となる人は医師と相談の上、接種を行ってください。接種方法等不明な点は問い合わせ先
までご連絡ください。

●第２期二種混合予防接種について
第２期二種混合予防接種は、乳幼児期に第１期（基礎免疫）として三種混合予防接種を行い、第２期として二種
混合予防接種を行なうことで確実な免疫をつくります。ただし、三種混合予防接種が終了していない場合は、今回
の接種を受けても効果が期待できないことがありますので、問い合わせ先までご相談ください。
対 象 小学６年生（なお、13歳未満の人でまだ接種を行なっていない人についても接種可能です）
持ち物 母子健康手帳、保険証 接種医療機関 甲斐市内指定医療機関
接種方法 １週間前までに予約を入れ、接種を受けてください。予診票は各指定医療機関窓口に設置されています。

なお、接種当日は必ず保護者が同伴してください。

●予防接種指定医療機関

●乳幼児予防接種について

ＢＣＧ、三種混合、二種混合 
麻しん風しん混合 
麻しん、風しん、日本脳炎 

内　　　容 種　別 実施月日  実 施 場 所  持 ち 物  対象地区（月齢） 

個別接種 

事前に指定医療機関に予約を入れ、接種を行ってください。 
麻しん･風しん混合予防接種の予診は、各医療機関に設置してあります。 
日本脳炎予防接種については平成17年5月30日より引き続き積極的勧 
奨を差し控えます。 

母子健康手帳 
予診票、保険証 



●乳幼児健診
受 付 時 間 午後１時30分～２時
持参するもの 母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（1.6歳、２歳、３歳

児健診のみ）、歯ブラシ（11か月、1.6歳、２歳、３歳　※普段使用して
いるもの）

◎午前中の受付は致しません。
※３歳児視聴覚・尿検査再検査日（午前９時～11時）：２月５日（月）竜王保健福祉センター

：２月13日（火）双葉保健福祉センター

日程、会場の変更希望のある人は、事前にご連絡ください。なお、対象の人には個人通知します。

●離乳食教室
離乳食の作り方を学び、みんなで情

報交換ができる教室です。
受　付 午後１時15分～１時30分（教室　午後１時30分～４時頃）
持参するもの 母子健康手帳、離乳食用スプーン、水分補給が必要な人は、麦茶等
◎申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。

●母子健康手帳の発行
妊娠中の心配事がありましたら、

ご相談ください。

●マタニティービクス教室
マタニティービクス（妊娠中の健康と安産のための運動療法）音楽にあわせエアロビックなエクササイ

ズで妊娠中の太り過ぎや筋肉の衰えを防止することは、安産の第１歩です。そして、出産後のシェイプア
ップへとつながります。
◎午前９時30分までに受付を済ませてください。

申し込み 申込書に医師の意見書を添え、当日お持ちください。（申込書は各庁舎に用意してあります）
持参するもの 母子健康手帳、筆記用具、運動のできる服装、水分補給の必要な人は、お茶等を持参して

ください。

●母親学級
妊娠中の過ごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行なっています。

◎午前９時30分までに受付を済ませてください。
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